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UNSCEAR2013年報告書（5/9） 
公衆の被ばく線量評価  被ばく経路 

1. 放射性プルームの大気中移動 
 外部被ばく 
 内部被ばく（吸入） 

 
2. 地表沈着 
 外部被ばく 
 内部被ばく（再浮遊、吸入） 

 
3. 地表等沈着 
 内部被ばく（飲食物移行） 

主な評価対象の被ばく経路 
① プルーム中放射性物質による外部被ばくと吸入による内部被ばく 
② 地表沈着放射性物質からの外部被ばく及び飲食物移行放射性核種の摂取に
よる内部被ばく 

③ 海産物へ移行した放射性物質の摂取による内部被ばく 

国際機関による評価 

事故により環境中に放出された放射性物質による被ばく線量を推定するために、被ばくの形態
の分析が行われます。

この図は、放射性物質による被ばくの経路を整理して示したものです。放射性プルームとして
大気中を移動した後、人々の居住地域に到達する経路です。この場合、通過するプルーム中に含
まれる放射性物質からの外部被ばくとプルーム中の放射性物質を吸い込むことにより起こる内部
被ばくの 2 つの経路があります。

さらに、プルーム中に含まれた放射性物質が降雨などにより地表に沈着した場合にも、2 つの
被ばく経路があります。1 つ目は、地表に沈着した放射性物質からの放射線による外部被ばくです。
2 つ目は、沈着した放射性物質が農作物に移行するか、あるいはそれを食した家畜を摂取するこ
とにより起こる内部被ばくです。飲食物の摂取による被ばくとしては、水道水など放射性物質が
含まれる飲料水を飲用することによる内部被ばくと、海洋に移行した放射性物質が魚介類に移行
しそれを食することによる内部被ばくの経路が考えられます。

また、地表に沈着した放射性物質が大気中に再浮遊して、それを吸入することによる内部被ば
くも考えられないことはありませんが、この被ばく経路の放射線影響は小さいと評価されていま
す。

以上により、大気中に放出された被ばく経路の主なものは次の通りとなります。
①放射性プルーム中の放射性核種による外部被ばく
②放射性プルーム中の放射性核種の吸入による内部被ばく
③地面に沈着した放射性核種からの外部被ばく
④食品及び水に含まれる放射性核種の摂取による内部被ばく

【報告書記載箇所】
・UNSCEAR 報告書（Annex A, 日本語版 p.24, 第 65 ～ 66 項、Appendix C, p.160 ～ 161,

第 C3 ～ C7 項から作成）
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表1．事故後1年間の地域平均の実効線量及び甲状腺吸収線量の推定値※1 

避難をした地区 

グループ 
実効線量（mSv） 甲状腺の吸収線量（mGy） 

20歳（成人）※2 1歳（乳児） 20歳（成人）※2 1歳（乳児） 

1a 
予防的避難区域b 1.1-5.7 1.6-9.3 7.2-34 15-82 

計画的避難区域c 4.8-9.3 7.1-13 16-35 47-83 

避難をしていない地域 

2 福島県（避難区域外） 1.0-4.3 2.0-7.5 7.8-17 33-52 

3 近隣県d 0.2-1.4 0.3-2.5 0.6-5.1 2.7-15 

4 その他の都道府県 0.1-0.3 0.2-0.5 0.5-0.9 2.6-3.3 
a 18の避難シナリオを用いて避難者の線量を推計 

b 高度の被ばくを防止するための緊急時防護措置として2011年3月12日から2011年3月15日にかけて避難
を指示された地区 

c 2011年3月末から同年6月にかけて避難を指示された地区 

d 岩手県，宮城県，茨城県，栃木県，群馬県，千葉県 

UNSCEAR2013年報告書（6/9） 
公衆の被ばく線量評価   線量評価の結果 

※1：日本の避難地区及び避難区域外の典型的な住民における線量推定 
※2：10歳の推定値は省略 
参考：日本の近隣諸国及び世界の他地域における公衆の線量評価について：UNSCEARは、日本国外に居住する住民

の事故直後1年間における事故による平均実効線量を0.01mSvより小さかったと結論した。 

国際機関による評価 

mSv：ミリシーベルト mGy：ミリグレイ 

この表は、避難地区の典型的な住民及び福島県内の避難区域外の行政区画と他の都
道府県の住民の、事故後 1 年間における実効線量と甲状腺の吸収線量を推定したも
のです。

表に示されている線量は、自然放射線によるバックグラウンド線量に追加したもの
です。つまり、福島第一原発事故により環境中に放出された放射性核種による被ばく
線量の推定値を示しています。

なお、線量の範囲は、対象とするグループの中で、区域内の市町村または避難シナ
リオごとの代表値の範囲を示します。

【報告書記載箇所】
・UNSCEAR 報告書（Annex A, 日本語版 p.56 ～ 57, 第 209 ～ 214 項から作成）
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